
次節においては､学堂を考察する｡

第四肝 変法期の学童

はじめに

すでに､変法遊動における学会､朝刊の役割については述べたので､本節においては､変法超勤に

ぉける学笠の役割について考案して行く｡①

考矧 こ当って､まず学堂の先駆となるものを明らかにし､ついで学盟の機能､草堂参加者の階層輔

蚊､学堤の咋代的分相､学笠の地理的分布を明らかにし､叔後に､変法遊動における学堂の忠森を明

らかにして行きたい｡

1､学堂の先駆

-本項においては､学三之の先駆となるものについて考案し行く｡学笠の先喋となるものについては､

中国在来の切炭と欧米風の前菜洋式学校の2つが考えられるので､その2方面から考案して行くこ

まず御段であるが､評言同の ｢改併劉nl城や各苛院為致用字望公啓｣によれば､

今試して旧くからある六り院と新立の井草館を併せて lつとし改めて頻脈 こ学生を放てる｡②

と述べられており､巧院を芋茎に改変しようとしていることが知られる｡

また､光緒24年5月22日の上論によれば､大小の智院を名機の草堂に替えることが述べられている｡

すなわち､

各省府州県の現にある大小の甘院を一印に改めて中学酉学を繋習する学堂とし､学宝の等級に

ついては､省会の大谷院は､高等8tSとし､郡城の岱院は中等学とし､州県の甘院は小学となし､

播京師大学帝投を分けてそれに願して遷宮させる｡③

とあり､研院を学笠に改め､各学宝に京師大学宝章程を与え､京帝大芋茎にならって各学笠の運営

をさせようとしていることが知られる｡

っいで､将来洋式学校について考案する｡⑥敢末洋式学校は､洋柳 に壬に成立するが､特に外国

語学校について注目して行く｡

まず第 1に､外国語学校の成立であるが､1862(同拾元)年に京師同文蛇が北京に設立された｡こ

れは外国文明を桝JBtするための外Eg語の教育棟朋であり､W･AIP･マーティンが化炭となってい

る｡このマ-ティンが後に京師大学盟の揺教習となるのであり､ここに洋式学校の影書を受けて､学

生が役立されて行くことがわかる｡

また､1863(同治2)年には､上海広方言蛇が､江南射通捷局の附尻学校として設立され､1864年

(同治3)坪には､広州方言蛇が設立され､外国u.,TK教育が行なわれた｡ついで草堂が設立されて行く

こととなる｡

以上､学豊の先駆となる切炭と洋式学校について考案した｡
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つぎに学生の捜能について考祭 して行 く｡

2､学堂の8L能と性格

ここでは､学宝の機能と性格を明 らかにして行 くが､そのために､史I削こもとすいて蓑を作成 して

置 く｡⑤



以上の表から､学生の機能と性格のあらましがわかる｡まず､学生には､牽程があり､その釆程に

より､性格､目的が知られるが､章程､又はそれに類したものがある学笠は､30学望rP13である｡

ついで役Llとしては､教習､監頚､提教習､分教習､監院､柁正､蛇副､井邸､教授､肋故､山洋

学生監骨､出洋学生､主任､捨弁､捻理､協理､哲記､理財､採教､位閑､司群､分理､佑理､脚 ､

並研､紳光､菅笠紳士､事故､経理等が用いられていることがわかる｡これらは､管理者､数D､gT

務flの3つに大分できるのであろう｡

関係学金､朝刊ではっきりしているのは､股学報､北京戦学会､不振足金だけであるがその他にも

あると考えられる｡

学童のEl的としては､変法を志すものが多く､酉学､西学中学､中学酉学､実学に分けられるが､

西学的な学堂には､湖北目敏学堂､遜英小学望､井苦学室､適芸学宝､aI限界学蛇､南洋公学､漸江

杭州蚕学蛇､湖繭輔川井学草堂､庄学望､凸工学望､広州時敏学生の11がある｡

酉学的 ･中学的な草堂には､天津中西学宝､相異中西学宝､江南鈷才学望､湖南時務学望､中国女

学望､東師大学笠の6がある｡

中学､酉学的学笠には､湖南致用学生､横浜中国大同学校の2がある｡

中学的な学生としては､横径学室がある｡

実学的なものとしては､助字方､実学望､湖南課吏妃の3がある｡

以上､学堂の捜能と性格について考蒸したが､次項においては､学望参加者の階層捕掛 こついて明

らかにして行く｡

3､学堂参加者の階層手書成

草堂参加者の階麿捕戊を明らかにするために､参加者表をまず作成して行く｡

草 を 名 学童中の役割 氏 名 出 身

湖 北 白 強 草 堂 屯 之 湘 正 対 欝 笑等主軸 棚

天 津 中 西 学 生jiB 芸 学 生 蟻 i王 様 江 姓 大 理 寺 少■伍 延 芳春 蛸 井T 家 立張 元 済 広 東斬 江 候 遠 心候 補 知 ,m刑 林 立 llt
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以上の鼓からわかることは､まず､8の学盟の参加者名が判明していることである｡

学豊の中の役割であるが､申約着､tt成省､蛙調､中学捨教習､中学分教習､西文授教習､井学教

習､学生､学生設立者.西文数習､管理大臣､総数習､弁理､縫井､脚 耳､戒て少楼捉調､支応捉調､

仏器旋捉調､管理雑務粒調､北郷の名が見える｡

参加者で名の判明しているのは72人である｡その派別を見れば､張之洞等の右派の収推新系､雄有

あ､累啓組等の中rl'J派､討r･q同､店才常等の左派が含まれている｡

その出身地を表示すれば次の通りである｡
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それによれば､湖南､広凍､江】掛こかたよりがあり､学会参加者､報刊参加者と相的関係をもって

いる｡

叔後に参加者の階層構成を表示すれば､次の通りである｡

官 書く又詫詣品事) L.nr. A 人数 匂 せ(又提詣芸事) rlFlu 人数

大 学 士.尚 QF 正 一 1 主 gl 正 六 6

大 学 士.揺 甘 正 一 I 軸 林 院 性 状 従 六 2

粒 甘 従 - 1 学 故 1

按 撮 蛙 正 三 1 知 県 正 七 2

大 理 寺 少 JI 正 四 1 他 称 Bi 福 住 正 七 4

遡 EI 正 四 4 竹 林 院 庶 苦 土 1

国 子 監 祭 満 従 四 1 並 士 I

始 林 扶 持 gt 従 四 1 革 人 I

書gf肘左各妨在庶士 正 五 I 生 月 6

ザ 序 正 五 3 学 生 9

以上からわかることは､学生､主群､生月､inn､翰林院編掛 こかたよりが見られ､大学士 (正-一

品)を政商にして兼入流の下扱官僚や学生の参加が見られたと云うことである｡

次項においては学笠の年代的分布を考察して行く｡
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4､学堂の年代的分布

草堂の年代的分布を明らかにするためには､まず学宝の年代的設立演を作成し､考案して行く｡

年 代 月 学 宝

光柵19 湖北自強学窓

光耕21 天神中西学生

光紙22 適 芸 学 韮

光 綿22-23 孫英小学宝 井 芸 学 宝 広 仁 学 宝 明 連 字 貸
Ju 串班学生 授 捉 学 望 大 同 学 生 央 力 学 堂 湖滴数川学生 l

招gI中西学韮 Jy 生 学 牡 淡文学杜(瓜破)

光柑23

6 江南鈷才草堂

7 励 学 方

8 湖南時務学生 絹 洋 公 学

9 al柑井草仲

ll 中国大同学校 中国女学童 l

光措241 3k文学祉(上海)
2 樹 州好学学生 薪江杭州3i学付BE 学 生

?5実 学 望 湖南裸吏柑 戊 工 学 袋

5 京師大学生 広州時敏学生

以上の表より見れば､光緒19年 (1893年)には､西学的な学宝である湖北自我学笠が設立されてい

る｡この学堂は､後に四国草堂と改称されている｡

光結21年 (1985年)には､西学､中学的な学盟である天排中西学生が設立されている｡

光紡22年 (18兆年)には､酉学的な武芸学笠が設立されている｡

光柑22年から23年 (1896-97年)にかけては､西学的な学塁としては､罪芸学生､東文学杜 (広兼)

が設立され､西学､中学的な草堂としては､招興中西芋茎が､中学的な学生としては校控苧笠が設立

されている｡

中学､西学的な学宝としては､湖南致用学宝が設立されている｡その他内管の不明な学宝としては､

謙遜小学盟､LL仁学堂､明達学宝､八放準正学盟､大同学望､突力学望､厚生学社､が独立されてお

り､合計12設立されている｡

光拙23年には酉学的な学堂としては､劉柑井学棺､南洋公学が､酉学､中学的学生としては､江南

【古才学生､湖南時務学童が設立されている｡

中学､西学的な学笠としては､日本蛾掛 P民大同学校が､実学的な学豊としては励学蒼が設立され
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ており､合計7が設立されている｡

光軸24年には､酉学的な学塁としては､束文学社 (上海)､湖南相州井学学豊､献江杭州苛等妃､

丘学望､凸工学生､広州時敏学堂が設立されている｡

酉学､中学的学望としては､京飾大学堂､実学的な学宝としては､実学墓､湖南認吏蛇が設立され

ており､合計9である｡

揺じて､官えることは､学豊の役立は､光措22年から24年の変法契施以抑 こ多く成立しており､変

法実施のための人材蕃成に一定の役割を果たしてと言えるであろう｡

次項においては､学笠の地理的分布について考案する｡
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5､学堂の地理的分布

本項においては､草堂の地理的分相 こついて考案するが､まず､学生設立地域表を作成して逝く｡

ミ深 dl 挟 西 Fl讃 湖 北 湖 絹 漸 江 広 東 広 西 決 門 新加故 城 東

光 紙19 躍 遠 鮎

光 紙21 ぷ

光 緒22 j曲芸学童

光 紙22-23 井芸学掌 釆草堂 広島 大同学貸 爽力学笠

明通学生駄 淡文学祉 坪‰
校捉学掌

光 緒23 助学者 江轡南洋公学 駄野 村致鮎
要撃告 中国大同学校

光 紡2LI 史文学祉 叩州井学学生 献江杭州頚学付

凸学生 実学掌

京師大学を 広州哨勧学宝

凸工学宝 離 船

以下､表から考案されることを明らかにして行く.まずrd獄に設立された学生は､4あり､光輔19

年 (1893年)には､西学､中学的な草堂である天紐中西草堂が､光緒21年 (1895年)には八旗率直等

笠が､光純22年 (1896iF-)には､西学的な通芸学童が､光緒24年には西学､中学的学堂である京師大

-62-



学学宝が設立されている｡

陳西に設立された学豊は､光捲23年 (1897年)に設立された助字方であり､実学的な一字望である｡

江薪に設立された学豊はLtあり､光捲23年には､西学的な草堂である南洋公学､西学､中学的な江

南瑞才学堂､rP国女学堂が設立されている｡光柁2Ll年には､諜文学社が設立されている｡

湖北に設立された学畳は3あり､いずれも西学的な学塁であり､光緒19年には､湖北自態学豊が､

光緒24年には､位学宝､点工学笠が設立されている｡

湖南には学笠が一番多く設立されており､9ある｡光緒22年から24年に設立された学豊は､西学的

な草堂である井苦学堂､中学的な学玉である校撞学生､内容が不明である明達学笠である｡

光緒23年には､西学､中学的な学笠である湖南時務学望､西学的な学宝である弟船井学棺､中学､

商学的な草堂である致用字塁が股立されている｡光輔24年には､西学的な何州.D学学笠と実学的な実

学望､湖南課吏蛇が役立されている｡

漸tlに設立された学宝は2あり､光緒22年から23年にかけては､商学､中学的な学童である招興中

西学望､光緒24年には､西学的な学隻である所江杭州蚕学蛇が設立されている｡

広軌 こ設立された学盟は3あり､光軸22年から23年にかけては､西学的な遜非小学塁と諌文学社か

設立され､光描24年には､西学的な広州時敏学笠が役立された｡

広西に設立された学塁は､光描22年から23年にかけて設立された広亡学葺である｡

湊門に設立された学笠は2あり､光緒22年から24年にかけて設立された大同学生と厚生学社であ

る｡

新加竜かこ設立された学笠は､光此22年から23年にかけて設立された実力学童の1つである｡

横浜に設立された学塁は､中学､西学的な学笠､中国大同学校が 1つである｡

以上､学笠の地理的分布について考案したが､学笠がもっとも多く設立されたのは､湖南であり､

ついで上海であることがわかる｡

これらから判断する限り､変法運動が上帝化した湖南においては､変法派の人材を養成すべき必然

性から学生も多く設立されたと考えられる｡

以下次項においては､変法運動における学生の意掛 こついて考える｡

6､変法連動と学堂

変法遊動における学塁の意幾は､変法派の人材の老成にあったと思われるが､人材が雅出する以FLJJJ'

に多くの草堂が帝圧されることになった｡

しかし､その中でも特に人材を灘出したのが､湖南の時務学室であった｡彼等は､1900年の自立邸

起点に参IxlL､その後非命派に移る者も多く出た｡

また､変法期には学生が卒業しなかったが､変法期に設立され､その後卒共生を山したのが京師入

学宝であった｡
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変法運動がJ又成政変によって辞圧された中にあって､京師大学望だけは､良く残りその後の中国に

大きな形書を与えている｡

以上､総じて云えることは､変法遊動における学重の恵嶺は､人材の寒成にあったということであ

ろう｡

おわリに

以上､各項にわたって考案して来たが､最後にそれらをまとめて置く｡

学宝の先額となるものは､窃院と南米の洋式学校であった｡ついで草堂の故能と性格を見ると､そ

の機能や性格を表わす牽樫があり､各学堂には役nが置かれ､学堂に鵬係した学会､報刊があり､各

学宝はその性格から､西学的学立に分けられる｡中でも､西学的な学生､西学､中学的な学宝にかた

よりが見られる｡

学望参加者には､変法右派､⊂PfltlJ派､左派の人達が含まれており､その出身地は､湖南､広TR､江

張にかたよりが見られ､その階層構成を見れば､按寮使 (正三品)を最高にして兼入流の下扱官at､

学生にかたよりが見られ､芋茎の澄森は､人材の育成にあったと考えられる｡
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第五節 ま と め

第-費では､変法期の学会､朝刊､学堂について概放した｡

節一節では､学会の設立について考察した｡政有為等による変法期の学会は､政治的な性格を有し､

変法の鼓吹を意図しており､中国在来の督院と西欧学会の性格の接ぎ木により成立した｡

学会には､その日的を明らかにする牽程､避雷に当る役員があり､附属施設として図鞍 (舵)､朝

(館)､学堂をもつか､もつことを意図した｡

これらの学会は､その性格により､政治的､啓蛍的､西学的､中学 ･酉学的な学会に分類される｡

学会参加者は､導Ll､(正4品)を政商にして中下級の官僚が多く､多くの学会に参加した者として

は､紫啓超､腿有為､野嗣同がいる｡また学会参加者の出身地は､広-R､駅西､漸江､江薪が多い｡

学会は年代的には､戊成変法実施以前にど-クとなり､地理的には､湖南､北京､fII薪､広軌 こか

たよりが見られた｡

戊成変法の実施は､政治､経済､文教､榊 の各方面に見られるが､それらの改革は､学会の忠図

したものと深い朗迎があった｡また変法運動推進者も学会運動推延着も､同じ申下級の官般層であり､

頚なる者が多かった.

そして､学会運動の限界が変法運動の限界となった｡

以上､第一節では､学会について考案したが､学会の忘我は､西欧の学問を取り入れて中国の近代

化変法思想の鼓吹に役立てようとしたことが知られる｡

第二節では､軸比の設立について考蒸した｡報棺の先駆としては､r京報Jと r万国公報｣が考え

られる｡報蛇の機能と性格については､その津軽によりEl的が知られる｡それによれは､時印的啓饗

的 ･西学的中学的なもの､時印的なもの､時ZJr的西学的なもの､時ZJT的中学的酉学的なもの､西学的

なもの､中学的西学的なもの､啓崇的なものの7つがある｡

参加者について見て行けば､LtI身地域は､湖南､Il:蘇､新江､広軌 こかたよりがあり､生fl､挙人､

知配など､兼入流或いは､下級官僚にかたよりが見られた｡報館の年代的分布については､変法実施

前の光措23年 (1897年)､光緒24年 (1898年)がビ-クであった.報蛇の地理的分布としては､江蘇

省にかたよりが見られた｡変法迎動における朝蛇の意掛 ま､変法思想の鼓吹と普及にあった｡

第三師では､変法期の草堂の設立について考案した｡学堂の先駆となるものは､TD院と河末の洋式

学校であった｡その機能と性格では､各学宝は､その性格から､酉学的学豊､西学中学的学生､中学

西学的学笠､実学的学豊に分けられる｡学生参加者の派別は､各派の人々が含まれ､出身地は､湖南､

広敷､江掛 こかたよりがあり､兼入流の下級官僚､学生にかたよりがあった｡意並としては､人材の

育成にあったといえよう.
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